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一般社団法人日本有機資源協会

番号 モデル名 地域類型 事業主体 原料 変換技術

1 生ごみ・食品廃棄物のメタン発酵による発電（都市型） 都市、広域
民間事業者、（官
民連携）

生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物
（産業廃棄物）

メタン発酵（発電・ガス利用）

2
生ごみ・食品廃棄物・家畜排せつ物・汚泥等の複合メ
タン発酵による発電・熱利用・肥料化（中都市・農村連
携型）

中都市-農村広
域連携

自治体、民間事
業者、官民連携
（地域による）

生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物
（産業廃棄物）、家畜排せつ物、汚泥（下
水、し尿、農業集落排水等）

メタン発酵（発電・ガス利用）、肥料化
（液肥化・堆肥化）

3
生ごみ・食品廃棄物のメタン発酵によるガス利用・肥
料化

都市、農山村
自治体、民間事
業者、官民連携
（地域による）

生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物
（産業廃棄物）

メタン発酵（ガス利用）、肥料化（液肥
化・堆肥化）

4
家畜排せつ物のメタン発酵による発電・熱利用・肥料
化

農山村、広域
自治体、民間事
業者、官民連携
（地域による）

家畜排せつ物、（生ごみまたは食品廃棄
物）

メタン発酵（発電・ガス利用）、肥料化
（液肥化・堆肥化）

5 木質バイオマス発電
都市・農山村広
域連携

民間事業者
木質バイオマス（間伐材、製材工場等残
材、建設発生木材）

直接燃焼、（熱分解ガス化）

6 木質バイオマス発電・熱利用（コジェネレーション） 農山村
民間事業者、（官
民連携）

木質バイオマス（間伐材、製材工場等残
材）

直接燃焼、（熱分解ガス化）

7 バイオマス等の混合燃料による発電 広域、自治体
民間事業者、官
民連携（地域によ
る）

木質バイオマス、汚泥（下水、し尿、農業
集落排水等）、ＲＰＦ等

直接燃焼（熱分解ガス化）

8 バイオマス固形燃料の製造 農山村、広域
自治体、民間事
業者、官民連携
（地域による）

木質バイオマス、汚泥（下水、し尿、農業
集落排水等）、紙ごみ、等

固形燃料化（ＲPＦを含む）

9 バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）化と副産物の活用 広域
民間事業者、自
治体、官民連携
（地域による）

廃食用油（家庭系・事業系一般廃棄物、
産業廃棄物）、〔資源作物〕

バイオディーゼル燃料化、副産物の活
用（メタン発酵・堆肥化）

10 バイオマスの総合的な活用
都市-農村連携を
含む広域連携

自治体、民間事
業者、官民連携
（複合）

家畜排せつ物、食品廃棄物、木質バイオ
マス、廃食用油、農業残さ、等

メタン発酵（発電・ガス利用）、直接燃焼
（熱分解ガス化）、バイオディーゼル燃
料化、バイオエタノール化、等

バイオマス産業都市モデルイメージ一覧表



   

 

モデル１ 生ごみ・食品廃棄物のメタン発酵による発電（都市型） 

テーマ 都市における生ごみ及び食品廃棄物のメタン発酵による発電事業 

地域類型 都市、広域 

事業主体 民間事業者、（官民連携） 

原料 種類 生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物（産業廃棄物） 

収集 ・生ごみまたは食品廃棄物は、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集

変換技術 メタン発酵（発電・ガス利用） 

製品 電気 ・メタン発酵施設における利用分を除いて全量販売（ＦＩＴを活用）、もしくは、

地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（メタン発酵槽の保・加温、事務所の暖房、等） 

・変換施設外で利用（医療・福祉施設、温浴施設、等） 

効果 ・エネルギー自給率及び供給能力の向上 

・生ごみ・食品廃棄物の処理費の削減 

・焼却等に伴う温室効果ガス発生量の削減 

・新規事業及び雇用の創出 

・食品廃棄物排出事業者の社会貢献活動 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び前処理（異物除去、破砕、水分及び成分調整、等） 

・発酵の安定化と効率化（混合メタン発酵、アンモニア対策、等） 

・エネルギー利用効率の向上（ガス利用、熱利用） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・消化液の処理（浄化処理、乾式メタン発酵施設の検討） 

事業 

イメージ図 



 

モデル２ 

生ごみ・食品廃棄物・家畜排せつ物・汚泥等の 
複合メタン発酵による発電・熱利用・肥料化 

（中都市・農村連携型） 

テーマ 都市と農村の連携による、多様な廃棄物系バイオマスのメタン発酵によるエネル

ギーの地産地消と液肥利用による農業振興 

地域類型 中都市-農村広域連携 

事業主体 自治体、民間事業者、官民連携（地域による） 

原料 種類 生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物（産業廃棄物）、家畜排せつ物、汚泥（下

水、し尿、農業集落排水等） 

収集 ・家畜排せつ物は集約施設に収集運搬 

・生ごみまたは食品廃棄物は、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集

変換技術 メタン発酵（発電・ガス利用）、肥料化（液肥化・堆肥化） 

製品 電気 ・メタン発酵施設における利用分を除いて全量販売（ＦＩＴを活用）、もしくは、

地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（メタン発酵槽の保・加温、事務所の暖房、等） 

・変換施設外で利用（医療・福祉施設、温浴施設、施設園芸、等） 

肥料 ・消化液を液肥として、または脱水・堆肥化を行い、地域内外の農家等で利用 

効果 ・エネルギー自給率の向上 

・各廃棄物の処理費の削減 

・焼却等に伴う温室効果ガス発生量の削減 

・液肥・堆肥利用による地産地消と農産物の付加価値化 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び前処理（異物除去、破砕、水分・成分調整、等） 

・発酵の安定化と効率化（混合メタン発酵、アンモニア対策、等） 

・エネルギー利用効率の向上（ガス利用、熱利用） 

・消化液の利用（液肥利用先の確保、散布サービス、等） 

・CO2 の有効利用（園芸施設への供給による農産物の高付加価値化） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・食品リサイクルループの構築 

事業 

イメージ図 

 
 



   

 

モデル３ 生ごみ・食品廃棄物のメタン発酵によるガス利用・肥料化 

テーマ 生ごみ及び食品廃棄物のメタン発酵によるバイオガスの製造と多様な活用 

地域類型 都市、農山村 

事業主体 自治体、民間事業者、官民連携（地域による） 

原料 種類 生ごみ（家庭系、事業系）、食品廃棄物（産業廃棄物） 

収集 ・生ごみまたは食品廃棄物は、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集

変換技術 メタン発酵（ガス利用）、肥料化（液肥化・堆肥化） 

製品 ガス ・変換施設内での電気・熱利用（設備動力、メタン発酵槽の保・加温、等）を除

いて、民間事業者（工場、医療・福祉施設、温浴施設、施設園芸等）等に供給

肥料 ・消化液を液肥として、または脱水・堆肥化を行い、地域内外の農家等で利用 

効果 ・エネルギー自給率及び供給能力の向上 

・生ごみ・食品廃棄物の処理費の削減 

・メタンガス（バイオガス）利用により、焼却等に伴う温室効果ガス発生量の削

減 

・液肥・堆肥利用による地産地消と農産物の付加価値化 

・新規事業及び雇用の創出 

・食品廃棄物排出事業者の社会貢献活動 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び前処理（異物除去、破砕、水分・成分調整、等） 

・発酵の安定化と効率化（混合メタン発酵、アンモニア対策、等） 

・メタンガス（バイオガス）の運搬・輸送方法と効率化 

・メタンガス（バイオガス）の効率的な精製（ガス会社への販売） 

・有資格者の確保 

・消化液の利用（液肥利用先の確保、散布サービス、等） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・食品リサイクルループの構築 

事業 

イメージ図 



 

モデル４ 家畜排せつ物のメタン発酵による発電・熱利用・肥料化 

テーマ 家畜排せつ物のメタン発酵によるエネルギーの地産地消及び環境保全と液肥利

用による農業振興 

地域類型 農山村、広域 

事業主体 自治体、民間事業者、官民連携（地域による） 

原料 種類 家畜排せつ物、（生ごみまたは食品廃棄物） 

収集 ・集約施設に収集運搬 

変換技術 メタン発酵（発電・ガス利用）、肥料化（液肥化・堆肥化） 

製品 電気 ・メタン発酵施設における利用分を除いて全量販売（ＦＩＴを活用）、もしくは、

地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（メタン発酵槽の保・加温、事務所の暖房、等） 

・変換施設外で利用（医療・福祉施設、温浴施設、園芸施設、等） 

肥料 ・消化液を液肥として、または脱水・堆肥化を行い、地域内外の農家等で利用 

効果 ・エネルギー自給率の向上 

・家畜排せつ物の処理費の削減 

・温室効果ガス発生量の削減 

・畜産業の振興と農山村地域の活性化 

・液肥・堆肥利用による地産地消と農産物の付加価値化 

・河川・地下水等の環境保全 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の効率的な収集方法の確立（畜産農家の協力、等） 

・原料の安定的確保及び前処理（異物除去、破砕、水分・成分調整、等） 

・発酵の安定化と効率化（混合メタン発酵、アンモニア対策、等） 

・エネルギー利用効率の向上（ガス利用、熱利用） 

・消化液の利用（液肥利用先の確保、散布サービス、等） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

事業 

イメージ図 

 



   

 

モデル５ 木質バイオマス発電 

テーマ 木質バイオマス発電事業による林業振興及び地域の活性化 

地域類型 都市・農山村広域連携 

事業主体 民間事業者 

原料 種類 木質バイオマス（間伐材、製材工場等残材、建設発生木材） 

収集 林業者や木材事業者等による供給 

変換技術 直接燃焼、（熱分解ガス化） 

製品 電気 ・木質バイオマス発電施設における利用分を除いて全量販売（ＦＩＴを活用）、

もしくは、地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（原料の水分調整、等） 

・変換施設外で利用（木材加工施設、医療・福祉施設、温浴施設、園芸施設、等）

（立地による） 

効果 ・地産地消によるエネルギー自給率の向上と、地域自立型エネルギー供給体制の

構築 

・温室効果ガス発生量の削減 

・森林整備及び林業と地域の活性化 

・環境、生物多様性等の保全 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び品質の確保（性状、水分、等） 

・エネルギー利用効率の向上（熱利用） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・燃焼灰の利用（土壌改良資材等への活用、等） 

事業 

イメージ図 



 

モデル６ 木質バイオマス発電・熱利用（コジェネレーション） 

テーマ 木質バイオマスを原料とした電気及び熱の地域利用による林業振興と自立型エ

ネルギー供給体制の構築 

地域類型 農山村 

事業主体 民間事業者、（官民連携） 

原料 種類 木質バイオマス（間伐材、製材工場等残材） 

収集 林業者や木材事業者等による供給や地域住民の協力により収集 

変換技術 直接燃焼、（熱分解ガス化） 

製品 電気 ・木質バイオマス発電施設における利用分を除いて全量販売（ＦＩＴを活用）、

もしくは、地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（原料の水分調整、等） 

・変換施設外で利用（木材加工施設、医療・福祉施設、温浴施設、園芸施設、等）

（立地による） 

肥料 ・燃焼灰を土壌改良資材等として、地域内外の農地及び林地等で利用（必要に応

じて実施） 

効果 ・地産地消によるエネルギー自給率の向上と、地域自立型エネルギー供給体制の

構築 

・温室効果ガス発生量の削減 

・森林整備及び林業と地域の活性化 

・環境、生物多様性等の保全 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び品質の確保（性状、水分、等） 

・エネルギー利用効率の向上（熱利用） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・燃焼灰の利用（土壌改良資材等への活用、等） 

事業 

イメージ図 

 



   

 

モデル７ バイオマス等の混合燃料による発電 

テーマ 多様なバイオマス等を原料とした燃料からの発電事業 

地域類型 広域、自治体 

事業主体 民間事業者、官民連携（地域による） 

原料 種類 木質バイオマス、汚泥（下水、し尿、農業集落排水等）、ＲＰＦ等 

収集 ・木質バイオマスは、林業者や木材事業者等による供給 

・汚泥、紙ごみ等は、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集 

変換技術 直接燃焼（熱分解ガス化） 

製品 電気 ・バイオマス発電施設における利用分を除いて全量売電（ＦＩＴを活用）、もし

くは、地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（原料の水分調整、等） 

・変換施設外で利用（医療・福祉施設、温浴施設、園芸施設、等）（立地による）

効果 ・エネルギー自給率及び供給能力の向上 

・温室効果ガス発生量の削減 

・森林整備及び林業と地域の活性化 

・環境、生物多様性等の保全 

・廃棄物の燃料化による有効活用 

・小中学校の環境学習効果の向上 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び前処理（粉砕、水分・成分調整、等） 

・原料割合に応じた燃焼方法の確立 

・エネルギー利用効率の向上（熱利用） 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・燃焼灰の利用（土壌改良資材等への活用、等） 

事業 

イメージ図 



 

モデル８ バイオマス固形燃料の製造 

テーマ バイオマスを原料とした固体燃料の製造と販売 

地域類型 農山村、広域 

事業主体 自治体、民間事業者、官民連携（地域による） 

原料 種類 木質バイオマス、汚泥（下水、し尿、農業集落排水等）、紙ごみ、等 

収集 ・木質バイオマスは、林業者や木材事業者等による供給や地域住民の協力により

収集 

・汚泥、紙ごみ等は、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集 

変換技術 固形燃料化（ＲPＦを含む） 

製品 固体 

燃料 

・木質バイオマスは、チップ、ペレット、薪等として、公共施設、温浴施設、民

間事業者、一般家庭等のチップ・ペレット・薪ボイラーやペレット・薪ストー

ブにて利用 

・ＲPＦは、廃棄物発電施設や石炭火力発電施設における混焼により発電利用 

効果 ・エネルギー自給率及び供給能力の向上 

・温室効果ガス発生量の削減 

・森林整備及び林業と地域の活性化 

・環境、生物多様性等の保全 

・小中学校の環境学習効果の向上 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・原料の安定的確保及び前処理（粉砕、水分・成分調整、等） 

・製品の品質確保 

・製品の供給先確保（公共施設、事業所、家庭、等） 

・ボイラー・ストーブの普及促進 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

・燃焼灰の利用（土壌改良資材等への活用、等） 

事業 

イメージ図 

 



   

 

モデル９ バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）化と副産物の活用 

テーマ 廃食用油の回収及び油糧作物の生産等による循環型のバイオディーゼル燃料生

産と利用 

地域類型 広域 

事業主体 民間事業者、自治体、官民連携（地域による） 

原料 種類 廃食用油（家庭系・事業系一般廃棄物、産業廃棄物）、〔資源作物〕 

収集 ・家庭系は地域住民の協力により分別 

・自治体または事業者との委託契約に基づいて収集 

変換技術 バイオディーゼル燃料化、副産物の活用（メタン発酵・堆肥化） 

製品 液体 

燃料 

・事業者（ごみ収集車、旅客・貨物運送車、農業機械、等）、自治体（市バス、

公用車）、地域住民（乗用車）が車両燃料として利用 

・非常用等の発電機や暖房設備の燃料として利用 

副産 

物 

・メタン発酵施設や堆肥化施設がある場合は、グリセリンを原料（炭素源）とし

て利用 

効果 ・エネルギー（液体燃料）自給率及び供給能力の向上 

・温室効果ガス発生量の削減 

・下水等排水処理負荷の削減と公共用水域の水質保全 

・住民への環境意識の啓発効果 

・災害時のエネルギー源確保（防災意識の向上） 

・新規事業及び雇用の創出 

課題と対策 ・廃食用油量の安定的確保と収集方法の確立 

・製品の品質確保及び利用先（車両等）への適合性確保 

・油糧作物（なたね、ひまわり、等）の安定的栽培方法の確立 

・副産物（グリセリン）の利用方法の確立 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

事業 

イメージ図 



 

モデル 10 バイオマスの総合的な活用 

テーマ バイオマスを総合的に活用した多様なバイオマスエネルギーの地産地消 

地域類型 都市-農村連携を含む広域連携 

事業主体 自治体、民間事業者、官民連携（複合） 

原料 種類 家畜排せつ物、食品廃棄物、木質バイオマス、廃食用油、農業残さ、等 

収集 ・家畜排せつ物は集約施設に収集運搬 

・廃棄物系バイオマスは、自治体または事業者との委託契約に基づいて収集 

・木質バイオマスは、林業者や木材事業者等による供給や地域住民の協力により

収集 

変換技術 メタン発酵（発電・ガス利用）、直接燃焼（熱分解ガス化）、バイオディーゼル燃

料化、バイオエタノール化、等 

製品 電気 ・バイオマス発電施設（メタン発酵、直接燃焼）における利用分を除いて全量売

電（ＦＩＴを活用）、もしくは、地域内の事業者に販売 

熱 ・変換施設内で利用（メタン発酵槽の保・加温、原料の水分調整、事務所の暖房、

等） 

・変換施設外で利用（木材加工施設、医療・福祉施設、温浴施設、園芸施設、等）

（立地による） 

固体 

燃料 

・木質バイオマスは、チップ、ペレット、薪等として、公共施設、温浴施設、民

間事業者、一般家庭等の、チップ・ペレット・薪ボイラーやペレット・薪スト

ーブにて利用 

液体 

燃料 

・事業者（ごみ収集車、旅客・貨物運送車、農業機械、等）、自治体（市バス、

公用車）、地域住民（乗用車）が車両燃料として利用 

・非常用等の発電機や暖房設備の燃料として利用 

肥料 ・消化液を液肥として、または脱水・堆肥化を行い、地域内外の農家等で利用 

効果 ・地産地消によるエネルギー自給率の向上と、地域自立型エネルギー供給体制の

構築 

・温室効果ガス発生量の削減 

・液肥・堆肥利用による地産地消と農畜産物の付加価値化 

・森林整備及び林業と地域の活性化 

・環境、生物多様性等の保全 

・新規事業及び雇用の創出 

・地域のブランド化及び観光効果 

課題と対策 ・地域内関係者（自治体、民間事業者、関係団体、住民、等）の連携 

・総合的なバイオマス活用計画の立案と実行 

・バイオマスエネルギー及び副産物の有効活用 

・カーボンクレジット（Ｊ－クレジット制度）の活用 

 



   

 

モデル 10 バイオマスの総合的な活用 

事業 
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